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　岩手県の大地は、様々な時期に形成された様々な

種類の岩石や堆積物により構成されている。それら

は、代表的なものだけでも、古くは５億年前にさか

のぼる時代に形成された変成岩から、数億年前に赤

道近くの浅い海で堆積した地層、１～２億年前に沈

み込む海洋プレートと陸のプレートの境界である海

溝付近で両プレートから供給された物質が混合して

できた海溝付加体堆積物、１億2000万年前ころのマ

グマだまりが冷却固結してできた火成岩、千数百万

年前に今の日本列島を構成する陸のプレートが大陸

から分離して日本海が形成された以降に堆積した海

の堆積物、数百万年前以降に陸化し、そこに形成さ

れた有史以降の河川の氾濫、山地斜面の崩壊、土石

流の発生や火山噴火による堆積物まである。日本全

体を見渡しても、これほど多様な岩石や堆積物が分

布しているところはほとんどない。

　このような岩石や堆積物の分布は、地質図によっ

て表される。地質図は、土壌や表土などとよばれる

表層部分を取り除き、大地を構成する岩石や堆積物

の分布を、地形図上に表したものである。

　大地を構成する岩石は前述のように様々あるが、

土砂や火山噴出物などが沈積してできる堆積岩（固

結していない場合は堆積物）、マグマが冷えて固まっ

てできる火成岩、形成時とは異なる温度圧力条件下

におかれ、様々な化学反応や変形をうけて形成され

る変成岩に分けられる。これらのうち、堆積岩、特

に水中で形成される堆積岩はほとんど水平に沈積

し、地層をなすことが多い。このようにしてできた、

もともと水平な地層が周囲から力を受けて隆起する

と、水平な地層が傾斜し、ときには垂直になり、場

合によっては、反対側に転倒した形状を示すことが

ある。本稿でも以前に紹介したように、活断層など

の断層活動により、大地が隆起していくと、断層の

近くでは、地層の傾きが急になり、離れると地層の

傾きがゆるくなる（図１）。前者を急傾斜の地層、

後者を緩傾斜の地層と呼ぶことにすると、平面図で

ある地質図上は、どのように表されるであろうか。

　地質図は、地層の分布を表すものであるから、数

種類の地層があるときには、それぞれの境界を地形

図上に表す必要がある。図２と図３は、いずれもＡ

層とＢ層が分布する地域の仮想的な地質図で、それ

ぞれ地層の境界は西にむかって一様に低くなり、20

度の緩傾斜と70度の急傾斜の場合である。両図とも、

地形は同一であり、地層の境界面は単純な平面であ

るとしている。図２を見ると、尾根や谷といった地

形の起伏に左右さ

れて、Ａ層やＢ層

の境界が大きく湾

曲しているのに対

し、図３の急傾斜

の場合は、地形の

起伏にほとんど影

響を受けずに、地

層境界が直線的で

ある。このような

地層境界の傾斜角

と地形との関係を

理解していると、

地質図を見ただけ

でおよその地層の

傾斜角を推定する

ことができる。も

し、急傾斜の地層

が特定の方向に連

続していれば、そ

れと平行な方向に

断層のような大き

な地質構造がある

ことを推定でき

る。

　このように優れた地質図は、平面図から地下構造

を反映した３次元的な地質の広がりを示すものにな

るが、実際問題としては、その作成にはなかなかの

労力を要する。特に、日本のように植生が豊かな地

域では、大地を構成する岩石や地層が地表に露出す

ることが少なく、地質図を作成するための情報が限

られてしまうことが多い。地層の傾斜がどこでどの

ように変化するかを見逃してしまうと、本来の地質

からかけ離れた地質図ができてしまう。そのため、

地質図を作ろうとする者は、地層が露出している場

所を丹念に探し、そこでの地層や岩石の状況を詳し

く記載し、このことを繰り返して行わなければなら

ない。多くの地質学者が時間をかけて優れた地質図

を公表してきている。地質図を見るときに、その背

景について思いを寄せていただければと思う。
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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

図１　 断層が伝播する過程で形成される褶曲

　図２　 緩傾斜の地層が分布
する地域の地質図と断面図

　図３　 急傾斜の地層が分布
する地域の地質図と断面図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　盛岡市財政部は、上田公民館大

規模改修工事に係る実施設計業務

委託を入札した結果、環境計画工

房が2030万円で落札した。地域拠

点施設として、大規模改修を行う

計画。24年度で実施設計を作成し、

25年度内の着工を目指している。

（関連６面）

　上田公民館は、1974年に旧ＮＨ

Ｋ盛岡放送局のスタジオを改築

し、期間限定で音楽・演劇団体専

用の練習場として開館したのが始

まり。その後、84年11月に市の新

しい社会教育活動の場として、現

在地に開館。現在では主に芸術文

化・運動系サークル、ＰＴＡ、町

内会などの活動・集会に活用され

ているほか、講演会や舞台発表、創

作展示の場として幅広く活用され

ている。88年度には、文部科学省か

ら優良公民館表彰を受けている。

　ただ建物については築後39年が

経過し、近年では老朽化が進んで

いる。

　そのため市では、施設の建物性

能や利用状況などを勘案した上

で、今後も地域に根差した生涯学

習の拠点施設として、また地域の

交流の場として活用していく方

針。今回の業務の中で、長寿命化

工事（大規模改修事業）の実施設

計を作成する。

　同公民館の施設規模は鉄筋コン

クリート造地下１階地上２階塔屋

２階建て延べ4243.39平方㍍。基

本構想によると、建築主体では防

水シートの更新や外壁劣化部の改

修、床材・壁材・天井・建具の更

新、バリアフリー化などを計画。

電気設備では照明器具のＬＥＤ化

や監視カメラの設置、受変電設備

の更新、防災盤の更新など、機械

設備では給排水設備や配管の更

新、受水槽の更新、冷暖房設備・

配管の更新、エアコンの設置など

が検討されている。概算事業費は、

現時点で15億円程度と想定。

　市は24年度に実施設計をまと

め、25年秋にも大規模改修工事に

着手。27年秋の工事完了を予定し

ている。供用開始は28年４月を予

定している。

　工事期間中については、騒音や

振動、停電、断水などのリスクを

想定し、利用者の安全を考慮し全

館休館とする方針だ。

　県盛岡広域振興局盛岡審査指導

監は、「一般県道国見温泉線ほか晩

鳥橋ほか橋梁補修詳細設計業務委

託」を入札した結果、サンエスコ

ンサルタントが1003万円で落札し

た。履行期限は108日間を予定し

ている。

　業務の対象は、一般県道国見温

泉線「晩鳥橋」、主要地方道盛岡和

賀線「湯沢跨道橋」、主要地方道盛

岡横手線「深沢橋」の３橋。

　晩鳥橋の上部工は、主桁等補修

設計・床版補修設計・支承補修設

計・地覆補修設計・排水施設補修

設計、下部工は橋台のひび割れ補

修・断面修復の補修設計を行う。

湯沢跨道橋では上部工の床版補修

設計、深沢橋では上部工の主桁等

補修設計・床版補修設計・排水施

設補修設計を行う。

　盛岡市財政部は、盛岡市立厨川

小学校校舎改修及び厨川児童セン

ター複合化工事に係る実施設計業

務委託を入札した結果、久慈設計

が2410万円で落札した。同校では

老朽化した校舎の改修・減築を進

めるとともに、同校内に児童セン

ターの増築も検討しており、今回

の業務で実施設計を作成する。（関

連６面）

　同校の既存校舎は、1967年から

72年までに建設。その後、94年か

ら97年にわたり校舎の長寿命化を

図るため改造工事を実施した。

　施設規模は、鉄筋コンクリート

造６棟、鉄骨造３棟、木造１棟と

なっており、延べ床面積は10棟合

わせて6980平方㍍となっている。

　このうち南東端にある鉄筋コン

クリート造２階建て延べ791平方

㍍と鉄骨造平屋建て31平方㍍の渡

り廊下については減築する方針を

示している。また鉄骨造平屋建て

167平方㍍の屋内運動場との渡り

廊下など２棟についても減築する

可能性がある。

　改修工事のコンセプトは、▽円

滑・効率的な施設整備▽施設の長

寿命化に配慮▽安心・安全な学校

づくり▽人と環境にやさしい学校

づくり―など。施設の長寿命化に

ついては、建築後80年使用する施

設を目指すとしている。

　具体的には、老朽化施設の改修

（外壁の劣化、床面の破損、雨漏

りなど）やユニバーサルデザイン

（スロープ、手すりなど）の採用、

エレベーター設置の検討、多目的

トイレ整備、老朽化設備の更新、

ＬＥＤ照明の導入、暖房室の検討、

特別教室・用務員室へのエアコン

設置などが実施される。そのほか

耐久性に優れた材料などへの取り

換えや断熱・二重サッシ・日射遮

蔽などの省エネルギー対策などに

ついては、実施設計の中で可否を

検討するとしている。

　児童センターについては、南西

側の既存校舎を一部活用するほ

か、増築部分については同校舎と

渡り廊下により連結する方針で検

討を進めている。増築部分の構造

は木造平屋建てで、渡り廊下を含

んだ床面積は255.45平方㍍を想

定。既存校舎の改修部分は、鉄筋

コンクリート造３階建て延べ251.

1平方㍍が見込まれている。

　内部には事務室のほか、遊戯室

や図書室、集会室などが設けられ

る予定。23年度時点での登録者は、

厨川児童センター117人、城西児

童センター84人となっている。

　市では23年度に基本設計を作成

し、24年度に実施設計と地質調査

を行う予定となっている。工事は

25年度からの４カ年を想定。25年

度は厨川児童センター増築工事を

含む第Ⅰ期工事に着手する予定。

28年度の第Ⅳ期まで、余裕教室を

活用しながら計画的に改修工事を

実施する。また最終年度の第Ⅳ期

には、減築部分の解体工事が行わ

れる。現時点での計画工事費は、

12億6500万円程度となっている。

　地質調査業務については日鉄鉱

コンサルタントが215万9000円で

落札した。


